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一
二
月
三
日
に
始
ま
っ
た
一
二
月 

定
例
議
会
は
、
一
般
質
問
、
二
〇
年
度 

の
決
算
認
定
や
条
例
の
改
正
・
制
定
、

幼
稚
園
を
廃
止
す
る
条
例
、
教
育
委
員 

や
人
権
擁
護
委
員
の
同
意
、
一
般
会
計 

や
特
別
会
計
の
補
正
予
算
な
ど
２
７
議 

案
を
審
議
し
、
二
二
日
に
閉
会
し
ま
し 

た
。 

 
 

日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
一
般
会
計 

と
介
護
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
特 

別
会
計
決
算
認
定
、
幼
稚
園
を
廃
止
す 

る
条
例
と
一
般
会
計
補
正
予
算
の
「
繰 

越
明
許
」
に
つ
い
て
反
対
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
の
議
案
は
、
い
ず
れ
も
全
会 

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。 

 

市
立
幼
稚
園
の 

廃
止
条
例
に
つ
い
て 

民
間
社
会
福
祉
法
人
の
経
営
に
よ
る 

「
認
定
子
ど
も
園
」
に
移
行
す
る
た
め 

五
つ
（
氷
上
北
・
大
路
・
上
久
下
・
久 

下
・
小
川
）
の
市
立
（
公
立
）
幼
稚
園 

を
廃
止
す
る
議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し 

た
。
特
別
議
決
三
分
の
二
以
上
の
賛
成 

多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
憲
法
や
児 

童
福
祉
法
に
も
と
づ
き
、
就
学
前
教
育 

や
保
育
は
、
国
・
自
治
体
の
公
的
責
任 

で
お
こ
な
う
こ
と
を
基
本
に
す
る
と
い 

 

う
観
点
か
ら
、
い
ま
丹
波
市
が
進
め
て 

い
る
、
市
立(

公
立)

幼
稚
園
と
保
育
所 

を
す
べ
て
民
間
福
祉
法
人
に
よ
る
「
認 

定
子
ど
も
園
」
に
移
管
、
そ
の
規
模
（ 

定
員
）
を
１
５
０
～
２
０
０
人
と
し
、 

 

市
内
１
２
～
１
３
の
「
認
定
こ
ど
も
園 

」
に
集
約
し
て
し
ま
う
と
い
う
画
一
的 

な
方
針
の
見
直
し
を
求
め
る
こ
と
を
要 

求
し
、
大
路
幼
稚
園
を
除
い
て
反
対
し 

ま
し
た
。 

 

西
本
議
員
の
反
対
討
論 

（
要
旨
） 

 

第
一
は
、
幼
保
一
元
化
と
い
う
名
で 

「
認
定
子
ど
も
園
」
の
具
体
化
を
機
会 

に
一
気
に
市
立
幼
稚
園
を
廃
止
、
民
営 

化
し
て
、
職
員
削
減
と
財
政
負
担
を
削 

る
と
い
う
「
財
政
」
問
題
を
優
先
さ
せ 

て
い
る
こ
と
で
す
。 

第
二
は
、
認
定
こ
ど
も
園
「
さ
ち
よ 

」
は
、
定
員
１
５
０
名
。「
み
つ
み
」 

は
１
９
０
名
と
な
り
ま
す
。
大
規
模
化 

や
統
廃
合
を
強
行
す
る
こ
と
は
、
地
域 

と
保
護
者
の
努
力
で
育
て
ら
れ
て
き
た 

校
区
や
地
域
と
の
連
携
を
軽
視
す
る
こ 

と
に
な
り
、
ひ
と
り
一
人
の
子
ど
も
や 

保
護
者
と
向
き
合
い
、
き
め
細
や
か
な 

教
育
や
保
育
を
実
現
す
る
こ
と
は
困
難 

と
な
る
こ
と
で
す
。 

   

 

第
三
は
、
こ
れ
ま
で
の
運
営
や
経
営 

と
決
定
的
に
違
う
の
は
、
保
護
者
と
「 

認
定
子
ど
も
園
」
と
が
「
直
接
契
約
」 

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
行
政
が
行
っ
て
い
た
実
務
の 

多
く
が
「
認
定
子
ど
も
園
」
で
お
こ
な 

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
経
営
や
運 

営
が
保
育
や
教
育
の
「
質
」
に
影
響
す 

る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
で
す
。 

第
四
は
、
保
護
者
や
地
域
な
ど
へ
の 

説
明
と
合
意
の
問
題
で
す
。「
山
南
地 

域
の
子
育
て
を
考
え
る
会
」
が
集
約
し 

た
保
護
者
の
意
見
は
「
反
対
意
見
が
多 

い
中
で
、
ど
ん
ど
ん
話
が
進
ん
で
い
く 

不
安
だ
」「
子
ど
も
た
ち
に
財
政
難
の 

あ
お
り
な
ん
て
言
語
道
断
」「
子
ど
も 

に
お
金
を
か
け
ら
れ
な
い
自
治
体
に
未 

来
な
し
と
感
じ
る
」
な
ど
、
多
く
の
保 

護
者
に
不
信
や
不
満
が
出
さ
れ
て
い
る 

現
状
見
て
も
一
方
的
な
押
し
つ
け
と
し 

か
言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

大
路
の
「認
定
こ
ど
も
園
」
に 

つ
い
て 

 

市
教
育
委
員
会
は
、
平
成
２
５
年
度 

に
春
日
の
大
路
・
春
日
部
・
進
修
の
３ 

校
区
で
一
つ
の
「
認
定
こ
ど
も
園
」
と 

す
る
方
針
を
も
ち
な
が
ら
、
大
路
の
「 

認
定
こ
ど
も
園
」
を
少
子
化
の
「
緊
急 

避
難
」
措
置
と
し
て
単
独
設
置
を
認
め 

ま
し
た
。
教
育
長
は
、
大
路
自
治
会
長 

会
や
大
路
福
祉
会
か
ら
の
「
春
日
地
域 

 

協
議
会
と
同
一
歩
調
で
進
ん
で
い
く
こ 

と
を
確
約
す
る
」
と
い
う
「
要
請
書
」 

で
単
独
設
置
を
認
め
て
い
ま
す
。
し
か 

し
、
必
ず
し
も
「
平
成
２
５
年
に
３
校 

区
を
合
併
す
る
」
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
。 

こ
の
点
で
「
平
成
２
５
年
に
合
併
を 

押
し
つ
け
る
の
か
」
と
い
う
西
本
質
問 

に
、
教
育
長
は
、
基
本
方
針
は
守
り
つ 

つ
、「
あ
く
ま
で
も
地
域
協
議
会
の
結 

果
に
よ
る
」「
柔
軟
な
対
応
を
す
る
」 

と
い
う
重
要
な
答
弁
を
お
こ
な
い
ま
し 

た
。
つ
ま
り
こ
れ
は
、
一
定
の
「
方
向 

転
換
」
で
あ
り
、「
認
定
こ
ど
も
園
三 

尾
の
森
お
お
じ
」
は
、
一
つ
の
先
例
と 

な
る
も
の
で
す
。 

大
路
地
区
が
す
す
め
て
き
た
形
は
、 

少
々
の
強
引
さ
は
あ
り
ま
す
が
、
幼
稚 

園
の
民
営
化
を
除
け
ば
、
主
体
的
な
取 

組
み
と
現
在
の
幼
稚
園
舎
と
保
育
所
施 

設
を
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
こ
と
な
ど
小 

学
校
と
の
連
携
や
地
域
と
の
交
流
と
い 

う
点
で
、
一
定
評
価
で
き
る
も
の
で
す
。 

  
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

   

日
本
共
産
党
「
新
春
の
つ
ど
い
」 

●
日
時
：
一
月
二
三
日
（土
）
午
後
７
時 

●
会
場
：
ハ
ー
ト
フ
ル
か
す
が
（
春
日
町
） 

●
ご
挨
拶 

 

・
堀
内
照
文 

党
県
国
政
委
員
長 

 

・
党
市
議
団
と
農
業
委
員
ほ
か 

●
記
念
講
演 

宮
本
た
け
し 

衆
議
院
議
員 

＊
入
場
無
料
…
お
気
軽
に 

 

 

５
幼
稚
園
を
廃
止
～
「認
定
こ
ど
も
園
」へ 

十
二
月
定
例
議
会
終
わ
る 


